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神奈川県立図書館における大学紀要 

－公共図書館で収集することの意義－ 
 

菅井 紀子 
 
はじめに 

神奈川県立図書館（以下「当館」という）では、2005 年度から、県民の

方々を対象に県民公開講座を行っている。講座のメニューには図書館の仕

事を紹介する「図書館大公開」、調べものに役立つ情報・ツールを紹介する

「探し方入門」などとともに、当館で所蔵する資料を紹介する「資料紹介

講座」があり、筆者は、2012 年度の「資料紹介講座」において、「大学紀

要」を紹介する機会を得た。取り上げるのは日本の大学紀要である。 

当館で大学紀要を多数所蔵していること、利用者からのレファレンスに

活用できることは経験上承知していたので、資料群として気になる存在で

はあったが、詳しく調べたことはなく、調べてみたいと思った。また、一

般的な知名度はそう高くないように感じていたので、ぜひ講座で紹介して

みたいと思った。 

発表を機に、大学紀要の資料としての特性・評価や当館での所蔵数など

を調査することができたので、紹介しつつ論じていきたい。 

それによって、大学紀要の価値を認識し、当館での大学紀要の位置づけ

を確認するとともに、当館で収集することの意義を考えたい。 

 

1 大学紀要とは 

1.1 紀要とは何か 

 まず、「大学紀要とはどのような資料なのか」、「当館ではどれくらい所蔵

しているのか」といった基本的なことから調査に取りかかった。 

 「紀要（きよう）」という言葉について、国語辞典、百科事典、図書館関

係資料で確認した記述を引用すると、国語辞典には「大学や研究所などか
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ら出す研究論文を収載した定期刊行物。」1)と記載され、百科事典には「大

学または研究所が、その所管教員または研究員の学術論文を総合的に発表

する雑誌。年一回発行のものが多い。外国の学界は学派が中心で、研究を

発表する報告report、講演や会議経過を発表する会議録 proceedings、雑

誌 bulletin，journal などがあるが、名称は一定しない。日本でも明治二

十年代から学術論文は発表されたが、紀要と記したのは『東京帝国大学文

科大学紀要』で、1914 年（大正３）が初めであり、全国大学が紀要と称す

るようになったのは 1952 年（昭和 27）からである。」2)と記載され、図書

館関係資料には「大学の紀要報告は（以下紀要という）各大学、学部、附

属研究機関等が、その大学、学部、又は附属研究機関の研究成果を集録し

定期的に刊行する論文集である。学会誌が研究者個人の研究成果の発表の

場であるのに比べて、紀要はそれと同時に大学がその対社会的アピールと

して自己の大学の研究成果を集録することに、その存在理由があるといえ

よう。したがって市販されるものは少なく、寄贈又は交換されることがほ

とんどである。又、発行頻度は年刊が大部分を占めており、一般的にその

発行期日はそれ程厳格に守られているとはいえない。もともと大学が任意

に刊行するものであるために、一般の雑誌或いは学会誌等に比べると発行

期日だけでなく、資料形態にしても任意的な色彩が濃く、そのことが紀要

を図書館の資料としてまことに扱い難いものとしている。」3)と記載されて

いた。もとは中国で「要綱・要領を記す」4)意であったのが転用されたよ

うだ。 

 言葉について簡潔に定義づけしている国語辞典、歴史についても教えて

くれる百科事典、そして図書館側の視点で捉えて解説されている関係資料

を読み比べる作業だけでも興味深く、文献が揃った図書館という場所で調

べものをする楽しさを実感しながら様々な調査にかかったのだが、資料探

しには苦労した。大学紀要そのものは多数存在しても、大学紀要について

論じている文献はそう多くなく、特に近年のまとまった文献はほとんど見

当たらなかったのだ。そこで、関係資料を丹念に追っていくことにした。 
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1.2 日本における紀要の定着 

 「紀要」は、「大学や研究所が、その大学、学部、または附属研究機関

の研究成果を集録し、定期的に刊行する論文集。」と定義でき、主に雑誌の

形態で刊行されているが、「日本独特の紀要乱立状態」5)であると言われて

いる。大学紀要は、今日の雑誌の起源であるヨーロッパからどのように伝

わって日本に定着したのであろうか。 

 学術雑誌の発達過程については「歴史としての学問」6)に詳述されてい

る。ヨーロッパの 17世紀科学革命を支える制度的な背景として、学術雑誌

の機能と学会の形成が挙げられる。学会を作って意思の交換をすること、

その結果を印刷して速報するために雑誌を作ることが可能になった。 

 17・18世紀に個人編集の雑誌、学会アカデミーの紀要、大学の学位論文

出版という原型が存在し、18世紀半ば以降、医学や農業、物理学等の専門

誌が登場し、19世紀には専門分化時代を迎え、原型であった３者は衰亡の

一途を辿った。 

 日本での受容については「大学紀要の輪郭とその取り扱い」7)の記述が

わかりやすい。日本では、「明治期に大学・雑誌・学会が欧米の既成の制度

としてまとめて移植され」、「ヨーロッパで 17～19世紀にかけておこなわれ

た学術雑誌の近代化が明治期の短期間に進行した」ため、「専門分科した学

会と帝国大学の紀要が同時並行的に発達し、学術雑誌の機能分化が未成熟

なまま日本独特の紀要発行のシステムが定着し」たようだ。そして、「その

システムは私立大学に真似され、戦後に新設された私立大学にもそのまま

引き継がれ、日本独自の紀要乱立状態が出現し」、現在も続いているようで

ある。 

 

1.3 日本最初の大学紀要 

 日本で最初に発行された大学紀要は、1879（明治 12）年に東京大学理学

部が発行を始めた欧文誌“Memoirs of the Science Department, University 

of Tokio, Japan”と、その邦文版の「理科会粋」である 8)。この紀要の欧

文版の発行は、1877（明治 10）年７月から 1879（明治 12）年８月まで東
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京大学理学部の動物学教授であったエドワード・S・モース（Edward 

Sylvester Morse；1838-1925）の進言がきっかけであったようで、初号に

は、モースの大森貝塚の報告が掲載されている 9)。 

 市販はされず、発行部数も少なかったようである 10)が、日本最初の大学

紀要の著者は、お雇い外国人教授であった。 

 

1.4 発行元となるのは 

日本最初の大学紀要発行から 130年あまりが経過した。ここで、大学紀

要の発行元となり得る日本の大学について少し触れたい。 

文部科学省の 2012 年度学校基本調査によると、日本の学校数は大学が

783校、短期大学が 372校となっている。教員数（本務者）は大学が177,571

人、短期大学が8,917人となっている11)。教員数は兼務者を含んでいない。 

日本の出版社数は 2012 年３月現在 3734 社である 12)。大学・短期大学の

学校数は 1,155 校で、その３分の１の規模になる。大学紀要の発行は、大

学、学部、大学院、附属研究所などが行っており、１つの大学に複数の発

行元が存在することが多いので、実際には、1,155 よりさらに多くの発行

元が存在しうる。全ての大学が紀要を発行しているとは限らないが、それ

にしてもかなりの規模で発行されていると考えてよいのではないか。一大

資料群であり、情報源である。 

 

1.5 出版の特徴 

 「大学紀要報告類の取扱」13)でも触れられていることだが、「対社会的ア

ピール」、「市販されるものは少なく、寄贈又は交換されることがほとんど」、

「発行期日はそれ程厳格に守られているとはいえない。」といった大学紀要

の出版には、 

・通常の出版物の流通経路（書店）を通らず、従って非売品のことが

多い。 

  ・発行部数が少ない。 

  ・特定の狭い利用者を対象として作られている。 
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・従って配布先が限定されている。 

  ・探索のツールに乏しく、存在の確認が難しい。 

  ・書誌記述（タイトル、著者、発行者、発行所、発行年など）が、十 

分でないものがある。 

という「灰色文献」の特徴 14)が当てはまる。当館は市販の流通ルートを通

らないが貴重、重要で資料的価値の高い非売品資料の収集に努めており、

灰色文献と呼ばれる官公庁や企業、業界団体等の調査研究資料類も積極的

に収集してきた 15)。当館が大学紀要を収集することは自然なことと納得で

きる。 

外見の特徴としては、非売品である、ということで、製本やデザインが

地味なものが多い。 

学術紀要配送業務を行う業者も存在する。大学間における学術紀要配送

業務の経費削減のためということで、契約している大学から紀要と配布先

リストを預かって、それをまとめて送る、という業務を行っている 16)。 

当館にもそのような業者から、いくつもの大学の紀要が入った段ボール

が届くことがあるが、発行元の数の多さがこのような業務に結びつき、商

売が成り立つのであろう。 

 

      
                                              

 写真１ 公開書架の大学紀要      写真２ 書庫内の大学紀要 

写真１　公開書架の大学紀要 写真２　書庫内の大学紀要
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1.6 掲載内容 

 大学紀要に掲載されるのは、原著論文、研究ノート、資料、翻訳、注釈、

判例研究、講演記録、書評、活動報告、博士論文要旨など多様な区分の記

事である。大学によってそれぞれの区分の定義は異なる。 

原著論文…独創的、かつ学術的内容で価値が認められるもの 

研究ノート…速報性、新規性、アイディアなどに重点を置いたもの。 

資料…学問研究のために実験、調査、統計などのデータをまとめたもの。

事例報告、実践報告など。 

翻訳…評価が定まり、かつ比較的紹介されることが少ない作品を対象と

したもの。 

注釈…ある文献について、本文中の語句を取り上げてその意味を説明し、

必要に応じてその根拠を示すもの。 

といった規程を掲載している大学もある 17)。 

 大きな特集を組む紀要、１冊（１号）に掲載されているのが１本の論文

のみという紀要、２つの学部の紀要を１冊に載せていて、それぞれの巻号

の異なる紀要 18)など、様々である。2011 年・2012 年に発行された紀要の

中には、東日本大震災の特集を組むものもあった 19)。 

 

1.7 大学紀要の評価 

1.7.1 マイナスの評価 

 大学紀要の資料としての評価はどのようなものだろうか。文献には、大

学紀要の存在について、「必ずしも高い評価を得ているとは言い難い」20)

と評価せざるを得ない記述が見られる。 

 審査が無い、非売品で入手しにくい、といった点がこのような評価につ

ながったのであろうか、「紀要は学位論文を除けば学内の教員であれば殆ん

ど無審査で掲載出来る故、学会誌に比較して玉石混合の感が無くもない」

21)、「仲間うちだけに配付され、広く読者の目に触れずに消えていく」22)、

「秘密出版」23)、「手工芸的でありながら名人芸ではなく、いわば旦那芸の

ような出版物」24)などと言われ、「学問の進歩になんら寄与しないぐうたら



33 
 

作文」25)、「レフリー制度のある論文誌はゴマンとあるのに、それに採用さ

れないような論文が載るとなると、“紀要ゴミ箱論”が生まれるのも当然」

26)といった厳しい論調の文献にも出会う。谷沢永一には、「アホばか間抜け

大学紀要」という論文もある 27)。 

 これらの文献は、1968 年以降全国に広がった大学紛争をきっかけにして

学問のあり方が問われ、大学改革が叫ばれていた頃に書かれたものがほと

んどである。 

 「無審査」であることに関しては、大学の自己点検・評価の実施や結果

公表など、大学側の事情が関係するのだろうが、「現在では、学内の紀要に

も査読システムを採用している大学が多くなってきている。」28)ようで、こ

こで批判されていることが現在では必ずしも当てはまらない。「入手しにく

い」点についても、インターネットを通じて CiNii29)や各大学の学術機関

リポジトリ 30)で等で入手できるものも増えている。 

近年の文献ではどう評価されているのであろうか。 

「学会誌への投稿論文と大学への紀要への投稿論文とは査読（レフリー）

の水準の違いのために論文評価が異なるが、当然ながら、学会誌への投稿

が受理された論文は評価が高く、大学で独自に刊行している同人誌的な研

究誌である紀要の場合は評価が低い。」31) 

これは大学教授の評価基準である論文の評価について書かれた文章であ

るが、やはり学会誌に比較して紀要の評価が低くなっている。学会誌と大

学紀要を比べると、学会誌の方が評価が高い、というのがある程度共通し

た見方のようである。 

 

1.7.2 査読について 

学会誌と比較して、査読の水準面から厳しい評価が与えられている大学

紀要であるが、ここで言う「査読の水準」とはどういったことであろうか。 

「査読」には、「水準に達しているがどうかを審査するために読むこと。

学術雑誌などで、寄せられた原稿（論文等）を編集者側でまず読み、誤り

の有無や掲載の適否について判断意見を出すこと。学術雑誌の投稿論文（原
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著・総説・展望などの論文）の場合は、複数のレフェリー（審査員）によ

って査読がなされ、独創性・論理性・客観性・信憑性・完結性・簡潔性な

どが厳密・厳格に審査される。これを通過して初めて、論文（一定水準を

超えた論文）として認められ、掲載されることになる。」という記述 32)に

あるように、２つのレベルがあると考えられる。 

１段階目の査読は「寄せられた原稿（論文等）を編集者側でまず読み、

誤りの有無や掲載の適否について判断意見を出す」比較的易しい査読で、

大学紀要については、このレベルの査読を行うと見られてきた。 

２段階目の査読は「複数のレフェリー（審査員）によって」、「独創性・

論理性・客観性・信憑性・完結性・簡潔性などが厳密・厳格に審査」され、

「これを通過して初めて、論文（一定水準を超えた論文）として認められ、

掲載されることになる」厳しい査読である。学会誌はこのレベルの査読を

行っていると見られている。 

実際に、大学教員の審査の基準に関して、大体の基準として「単独著作

を 10点とした場合、単独の編著作７点、複数の共編著５点、共著４点、学

会論文３点、学会発表２点、紀要論文１点」といった例が挙げられている

33)ことから、厳しい査読を経ないで掲載された紀要論文や厳しい査読を行

わない大学紀要には厳しい評価が与えられる、という結果になるようだ。 

 

1.7.3 プラスの評価 

マイナス評価の一方で、大学紀要の利点や資料としての重要性について

指摘している文献もある。「紙数制限のある学会誌に掲載出来ないすぐれた

長論文も、紙数制限のゆるい紀要に掲載出来るし、又学会の存在しない分

野の論文は紀要に依らざるを得ない。」34)、「その年、一番自信のある論文

は学内の紀要に投稿する学者もいる」35)、「わが国でただ一か所の“紀要図

書館”として富士の図書館を特色づけたらどうだろうか、ということであ

る。では、大学・短大で発行のすべての紀要を集録した一大図書館を作ろ

う！」36)といった記述のほか、若手の研究者の研究発表の場を確保するこ

とに意義があると言及しているもの 37)もある。 
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字数の多い長い論文や学会の存在しない分野の論文は大学紀要がカバー

している、といえそうである。同じ研究を長く続けて、「その１」「その２」

のように息長く発表していく場としても機能しているようで、これらは、

大学紀要の意義としては重要な点であると思われる。 

例えば、早稲田大学名誉教授で英文学者の出口保夫氏は、「キーツとその

時代」の研究業績により、1999 年度に「早稲田大学におけるノーベル賞に

相当する」38)大隈記念学術褒章の記念賞を受賞しているが、この研究成果

である「キーツとその時代」上下巻（中央公論社．1997 年）のもととなっ

たのは、早稲田大学教育学部が発行する「学術研究」という紀要への連載

であった。 

“紀要図書館”を目指した萩野公剛氏は、富士短期大学（現・東京富士

大学）教授で数学者であった。1960 年頃図書館建設を進めていた富士短期

大学は、「短期大学の中では群を抜く」39)と言われる図書購入予算を持ち、

その図書館の特色として、教員の研究に必要であるが非売品のため買いた

くても買えない全国の大学・短期大学発行のすべての紀要を集録しようと

計画した。そのために「この小さくて無名に等しい富士短大へ紀要が送ら

れてくる」40)方策を考え、「受贈紀要のすべての論文名を集録した雑誌を発

行」41)することを思いついた。こうして誕生した雑誌が「月刊文献ジャー

ナル」であった。 

「月刊文献ジャーナル」は全国の大学紀要の論文の目次を紹介する雑誌

で、1962 年４月の１巻１号から 2001 年３月の 40巻 6冊（通巻 421号）ま

で刊行されていた。探索のツールに乏しい大学紀要の世界では貴重な資料

で、「国立国会図書館の「雑誌記事索引」と並ぶ偉業」42)と称されている。 

大学紀要に対して批判的な教員もいる中で、大学紀要を教員の研究に欠

かせない資料と捉え、熱意を持って網羅的、継続的に目次情報を提供し続

けることに尽力した大学教授もいたのであった。 

 

2 当館における大学紀要 

2.1 当館での収集について 



36 
 

 これまで大学紀要についての概略を述べてきたが、ここで当館との関係

を考えてみたい。 

 当館は 1954 年 10月１日に発足、11月４日に開館記念式典を行っている

のだが、当館の統計類には、雑誌の所蔵を示す数値が無かった。関係資料

を探したところ、開館の頃、雑誌は 157種所蔵していたようであることが

わかった 43)。開館から３年ほどたった頃には「雑誌は約 300種」、「雑誌の

主なものをあげますと、世界・ジュリスト・（略）・大阪商大経済雑誌・（略）

創刊号から完全に揃っております。なお将来とも学術雑誌、資料価値の高

い雑誌はできる限り完全に揃ったものを集める方針でおります。」となって

いる 44)。ここで挙げられている「大阪商大経済雑誌」は、現在の「経済学

雑誌」（大阪市立大学経済学会発行）のことを指していると思われるが、確

かに 1937 の創刊号から所蔵している。大阪商科大学は大阪市立大学の前身

である。 

 このことから考えると、当館では開館当初から大学紀要を所蔵していた

と思われる。その頃すでに「物を調べる図書館、研究する図書館」が特色

であると述べられている 45)ので、大学紀要は調査研究に役立つ資料の一種

と捉えられていたのであろう。 

 その頃、「大学紀要」（横浜国立大学経済学部）、「相模女子大学紀要」、「経

済志林」（法政大学経済学会）、「法学論叢」（京都大学法学会）などの所蔵

があったことも確認できる 46)。 

 開館当時の様子を上司に尋ねたところ、先輩職員から聞いた話として、

当館は、例えば文学ならば、 

文学部のある女子大学＞当館＞文学部のある短期大学 

をイメージして資料収集を行っていたこと、国立国会図書館の発行する書

誌（『全日本出版物総目録』等）を見て積極的に寄贈依頼をしていたこと、

大学紀要だけを特別視はしていなかったが、カレントな情報がわかる雑誌

（特に当年分）はレファレンスブックとして捉えていたことなどを教えて

くれた。 

 また、雑誌については、当年分はレファレンス資料としてカウンター付
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近に置き、何冊か揃ったところで合本製本を行って図書として受け入れて

いたという事も教わったが、これで、開館当初の雑誌の所蔵統計が見つか

らなかったことに合点がいった。実際に、当館図書課で保管する図書原簿

を１冊目から繰ってみたところ、大学紀要と思われる関東学院大学経済研

究所発行の「経済系」は、図書原簿６冊目の 52ページ、昭和 30年 12月に、

５号分が「合本１冊」として登録され、図書の登録番号を与えられている

ことを確認できた。 

 当館の資料収集に対する当初の考え方は、現在もある程度引き継がれて

いると思うが、開館当初から調査・研究を重要視していたことがわかり、

当館の目指すところを改めて認識した。 

 現在でも、逐次刊行物選定基準では、「大学、研究所、学会等の刊行する

紀要及び研究論文集は、広範囲、かつ、継続的に収集する。」と定めている。 

          

写真３ 創刊号から所蔵している大学紀要（当館で合本製本している） 

 

2.2 当館での所蔵数 

 開館当初から収集してきた大学紀要であるが、当館でどれくらい所蔵し

ているのか、大学紀要だけの統計はないため、所蔵数はわからなかった。

そこで、雑誌の所蔵データから大学紀要の可能性を持つ刊行物のリストを

抽出し、書庫でリストと照合しながら現物調査を行い、大学紀要と思われ

るタイトルを選別する作業を行った。 

写真３　創刊号から所蔵している大学紀要（当館で合本製本している）
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・大学や研究所などが発行している 

・教員の研究成果（論文）が掲載されている 

ことを選別の条件にし、現物を確認しながら調査した結果、2403（書誌数）

の大学紀要の所蔵が確認できた（2012 年７月現在）。これは、当館で所蔵

する雑誌の総累計 7421（書誌数）の 32.4％を占めており、当館で所蔵する

雑誌の約３分の１が大学紀要類であることが判明した。 

また、当館は、神奈川県に関する資料は大部分を図書として登録してい

るが、その中に県内に基盤を置く大学・短期大学の紀要も含まれているた

め、図書の所蔵データから資料形態と出版者で絞り込み検索を行い、大学

紀要の可能性を持つタイトルをリストアップ、雑誌データとの照合と現物

調査を行って、上記の所蔵数に加えるべきタイトルを選別する作業を行っ

た。その結果、16（書誌数）の大学紀要が確認できた（2012 年７月現在）。 

当館での所蔵数は 2419（書誌数）になる。 

ここで「書誌数」というのは、大学名や学部名の変更などで誌名変遷が

あった場合、継続前誌の書誌データも継続後誌の書誌データも作成するた

め、「２」と数える考え方で数えて行って2419 あった、ということである。

かなりの数を所蔵しているな、というのが率直な感想である。 

NDC 分類による内訳は下図のとおりである。逐次刊行物が分類される０

類が 931（38.5％）と最多で、当館の主要な収集対象である３類の大学紀 

 

     図１ 当館所蔵大学紀要（2419 書誌数）の分類別内訳 
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3社会科学
4自然科学

5技術
6産業
7芸術
8言語
9文学

図１　当館所蔵大学紀要（2419 書誌数）の分類別内訳
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要が 892（36.9％）と続く。 

保管場所については、新館３階の新聞・雑誌室で全国の主な大学発行の

紀要の最新号を 150誌ほど公開しているが、あとは全て書庫内に保管され

ている。 

利用の際は、当館は雑誌を個人貸出していないので、館内で閲覧してい

ただくことになる。 

現在、新規の収集対象紀要を選定する際は、国立国会図書館の書誌情報

提供サービスを利用して、逐次刊行物の区分に表示された大学紀要のリス

トから選定を行っている。また、現在では書庫の狭隘化などの理由から、

短期大学（県内に基盤を置く短期大学を除く）や学生論文掲載のみの資料

は、受入していない。 

 

2.3 利用法・活用法 

 大学紀要はどのようなことに使えるのであろうか。一言で言うと「調べ

ものに役立つ」のである。 

 書庫で現物調査をしながら強く感じたのが、ありとあらゆる事柄につい

て研究し、発表している人がいる、ということであった。調査の手を止め

て読みふけってしまうこともしばしばであった。講座の参加者に紹介した

いと思う論文がいつの間にか 100を超えていた。 

ちょうどそんな時、「論文を読もう！」という新聞記事 47)に出合った。「大

学や大学院の論文なんて、書いたことも読んだこともない。それが普通。」

「でも、日本では様々な分野で日々、最先端の研究が行われていて、その

成果が論文なのだ。読まないなんてもったいない。」筆者が講座で言おうと

考えていたことが記事になっていて、そのタイムリーさに驚いた。 

新聞記事は国立国会図書館関西館で所蔵している博士論文のことや、大

学の非常勤講師を努めながら、ブログやライブなどで、図書館で見つけて

きたおもしろい論文を広めようと活動をしている学者芸人のサンキュータ

ツオ氏を紹介している。このような活動をしている芸人がいて、その活動

が成り立つということは、世の中に「知る」ことを楽しむ人々が多い、と
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いうことの表れなのであろう。 

このあらゆる事柄の研究がレファレンスの際に力を発揮する。10年ほど

前、漢詩の邦訳を探している、という質問を受けたことがあった。事典類

や関連資料を何冊も確認したが見つからず、最終的に大学紀要で翻訳を見

つけたことがあった。質問の詳細は覚えていないが、大学紀要は便利な資

料である、と認識したのはそれがきっかけであったことは覚えている。最

近も、オーストラリアのアボリジニの「盗まれた世代」についての問い合

わせに当館所蔵の紀要論文が役立った事例がある。 

現物調査の際には、世界各国のホームレスによるフットサルのワールド

カップが開かれていること 48)、松本城・姫路城・彦根城・犬山城の案内板

の英語には日本語の案内板と矛盾した内容や文法的に誤った表現が見られ

るものがあること 49)50)、テレビ番組で出演者以外の笑い声が流れてくる“録

音笑い”についての研究があること 51)、市販されている日英翻訳ソフトを

用いて仏教用語を翻訳することは現時点ではほとんど不可能であること

52)、タイでは住民が救急活動を行う住民救急が盛んで 100 年ほどの歴史が

あること 53)、などについて学んだ。 

 その大学が所在している地域のことを研究する論文も多く見受けられた。

三重県四日市市では“四日市とんてき”というご当地グルメでまちづくり

活動が展開されていること 54)、広島県尾道市と愛媛県今治市を結ぶ高速道

路、通称しまなみ海道で自転車のロードレース“ツール・ド・しまなみ”

を開催すると経済波及効果は８億円であること 55)、北海道網走市では、迷

惑施設として排除の傾向が強かった行刑施設が、近年、地域の活性化にと

って価値あるものとして歓迎される存在になりつつあること 56)、沖縄県の

古謡の一つである島歌の歌碑巡りを容易にするため、建立場所へ GPS情報

を元に正確に案内するシステム制作が研究されていること 57)、などが該当

する。 

このような論文は、その地にある大学で研究することに意義がある。大

学での研究が地域に還元され、地域の活性化に寄与する可能性があるのだ。 

当館では全国の自治体史の収集にも力を入れているが、それとともに大
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学紀要も地域研究時の資料となり得る。 

ほとんどの論文には、注や参考文献が掲載されている。これは一般雑誌

や一般のインターネット情報とは異なる点である。その論文を入口にして、

さらに調査を進めていくことができるし、記述の信頼性を保証してくれる

こともある。レファレンス担当になった当初、「その図書や論文に注や参考

文献が掲載されているか、図書なら索引が付いているか、この点はとても

大事。」と教えてくれた先輩がいた。この点から考えると、大学紀要に掲載

されている論文は有用である。 

 

2.4 検索するには 

 大学紀要の論文は、「CiNii Articles - 日本の論文をさがす」58)で検索

することができる。これは国立情報学研究所が提供する学術情報検索のた

めのデータベース・サービスで、学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会

図書館の雑誌記事索引データベースなどの学術論文情報が検索できる大変

有用なものである。本文が参照できる論文もある。 

近年では、学術機関リポジトリを設置している大学も多数あり、ポータ

ルサイト 59)もある。 

 

3 県立図書館が出す紀要 

ここまでは大学紀要について論じてきたが、当館で発行する紀要につい

て少し触れたい。 

「神奈川県立図書館紀要」は、「職員の日常の業務に根ざした研究活動の

成果を定期的に報告する刊行物」60)という位置づけで発行されている。創

刊号（1985.3）から第９号（2011.3）まで刊行され、今号が第 10号となる。 

都道府県立図書館で紀要を発行しているところは、東京 61)・大阪 62)で確

認できるが、多くはないようである。 

 司書が日頃の業務を通じて研究したことを論文として発表し、図書館活

動に活かすことは重要であるし、また、紀要が継続的に発行できる力を職

員が有しているということは、その図書館の強みになる。 
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おわりに 

これまで、大学紀要の歴史、出版の特徴、資料としての評価、当館での

所蔵状況、活用法などを論じてきた。 

日本では数多くの大学紀要が存在するが、大学の任意的出版物であるた

めに流通にのらず、狭い利用者を対象にしており、そのためにそこに載る

論文の評価も低くなりがちであった。近年は外部の査読者を迎えて質を高

める努力をしている大学紀要も多く見られ、信頼性の高い情報を印刷媒体

とともにインターネットも活用して広く社会に向けて公表しよう 63)、とい

う動きも見られる。また、学会誌に比べて、長い論文や継続の研究が発表

しやすい長所も認識されている。 

当館では開館当初から調査・研究に役立つ資料として大学紀要を所蔵し

ており、現在 2419 種を所蔵している。あらゆる事柄が研究されているので、

調べものに有用である。そして、そのような資料を誰にでも開かれた公共

図書館である当館で収集・提供することに意義がある。 

今後も、大学紀要を、調査・研究を重視する当館の特色ある資料と捉え、

収集・提供・活用を図っていきたい。 
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